
1 

 

2019(平成 31)年度 事業計画 

〔公 1 事業〕 

基本方針 

 公益財団法人大阪みどりのトラスト協会は平成元年に「府民の参画や協働に

よる自然環境の保全運動や、緑化運動を推進し、みどり豊かで快適な環境づくり

に寄与する」ことを目的に設立されました。以来、「和泉葛城山ブナ林」（岸和田

市・貝塚市）「三草山ゼフィルスの森」（能勢町）、「地黄湿地」（能勢町）をはじ

め、大阪府内で自然環境保全活動を継続して実施し、地域からの信頼を獲得して

きました。しかし近年、様々な要因によってその活動活力が低下してきたため、

2017(平成 29)年度より 3 ヵ年の中期経営計画を策定し、『新たな価値創造へのゲ

ームチェンジ』を行ってきました。2019(平成 31)年度は中期経営計画の最終年

度となるため、2 年間の実績を踏まえて以下のように取り組みます。 

 

① 〔中期経営計画の取組 役割の明確化〕 

 中期経営計画の新ミッション「大阪みどりの自然遺産 ひとをつなぎ み

どりをつなぐ」の達成に向けて、当協会の社会的な役割を明確化します。 

 

② 〔中期経営計画の取組 独自性の確立〕 

当協会だからこそできることや当協会でしかできないことに、当協会の強

みを見いだして取り組んで行きます。 

 

③ 〔フラッグシップ事業の明確化 能勢町〕 

   当協会は、協会自体の認知度が低く、「ミッション・必要性」「成果」「活

動内容」がよく知られていないという認識のもと、「三草山ゼフィルスの森」

「地黄湿地」「妙見山のブナ林」「タガメの田づくり」「歌垣銀寄栗の森」と

いった、当協会が長年携わってきた保全活動地が多くある能勢町が、フラッ

グシップ事業地となるよう、選択と集中を行っていきます。 

 

④ 〔フラッグシップ事業の明確化 能勢町の情報発信〕 

能勢町での保全活動の意義や必要性と、具体的な活動内容やこれまでの成

果を、SNS などを通じて情報発信を行うことにより、協会の認知度を高めて

いきます。 
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⑤ 〔フラッグシップ事業の明確化 能勢町での取り組み〕 (新規) 

自然観察会やハイキングといったイベントを企画・運営することにより、

若年層やシニア層の参加の拡大をはかります。また、能勢町での自然環境保

全活動に、より多くの人に関わってもらえるよう、ネットワークの構築に努

めます。 

 

⑥ 〔協会基盤の強化 会員〕 

   会員の拡大は、当協会の経営基盤の安定を図り、協会の取組に対する理解

と協力や支援を得るために、重要です。前年度に導入した会員システムを活

用し、会員の拡大に努めます。 

 

⑦ 〔協会基盤の強化 資金調達〕 

各地で保全活動を実施する資金を確保するため、民間基金を含む助成金の

導入やクラウドファンディングを利用した資金調達に努めます。 

 

⑧ 〔森林 ESD(Education for Sustainable Development;持続可能な社会の担い手の育

成)の推進〕 

   当協会は森林 ESD の推進に関心を持つ諸団体と連携し、より多くの小学

校・幼児教育や保育の現場で質の高い森林 ESD が実践されるよう、学習指

導要領の改訂等により ESD 推進の機運が高まっているこの時期に積極的

に森林 ESD の推進活動を展開します。 

 

⑨ 〔他団体との連携〕 (新規) 

   大学や運輸関連企業、生活協同組合といった団体と連携することにより、

ハイキングイベントの共催を行います。 

 

⑩ 〔新しい人財との協働〕 (新規) 

協会内の事務や保全活動に対して、インターンシップやボランティアの受

け入れを行い、当協会の活動の情報発信と新しい交流の機会とします。 

 

⑪ 〔大阪生物多様性ネットワーク〕 

大阪生物多様性保全ネットワークの一員として、生物多様性保全の大切さ

を伝えていきます。 

 

⑫ 〔シンポジウムの開催 能勢町〕 (新規) 

   「三草山ゼフィルスの森」や「地黄湿地」で、当協会が実施してきた保全
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活動の内容紹介を地元の能勢町で行います。 

 

⑬ 〔シンポジウムの開催 和泉葛城山ブナ林〕 

「和泉葛城山ブナ林」で行ってきた保全活動地に関して、広く府民の方々

に保全活動を伝え、理解と協力を得るため、シンポジウムを開催します。 

 

⑭ 〔３保全地での活動〕 

自然環境の保全活動の内、法的指定根拠をもつ三草山ゼフィルスの森、地

黄湿地（能勢町）及び和泉葛城山ブナ林（岸和田・貝塚市）の 3 保全地につ

いて、「みどりすと」とともに保全地の順応的管理とモニタリングを継続しま

す。 

 

⑮ 〔３保全地以外の活動〕 

希少野生生物生息地や里山において、土地所有者や地元ボランティアとの

連携により、自然環境の保全活動を行います。 

 

１．自然環境保全活動＜Ⅰ＞事業  

１）和泉葛城山ブナ林保全活動（岸和田市・貝塚市） 

 天然記念物の区域（コアゾーン）は 10ha で、ブナ林の安定的な生育区域とし

て狭小であることから、大阪府が国定公園拡大指定時（1996（平成 8）年）に

緩衝樹林帯（バッファーゾーン 47ha）として周辺用地を取得し、ブナの増殖

活動が実施されてきました。 

  地球温暖化などの影響もあり、コアゾーンの自生ブナの成立本数は、総数の

減少とともに稚樹の減少が大きい現状です。 

  「和泉葛城山ブナ林保護増殖検討委員会」（会長；布谷 知夫）により承認

された調査を行い、2018・2019 年度の調査結果と合わせて、これまで当協会

などが実施してきた保全事業の取組みを検証し、保全計画を検討します。 

  

〔保全活動の方向〕 

１） 「和泉葛城山ブナ林保護増殖検討委員会」の指導のもと、コアゾーン及

びバッファーゾーンでの調査を実施 

２） ワーキンググループの開催 

３） 一部の調査に関しては専門機関への委託の実施 (新規)  

４） トラスト協会等が実施してきた保全のための取組の検証 (新規) 

５） ブナ生育地の経年的な環境調査（気温・空中湿度・土壌水分・照度・降
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水・積雪など）及び生物調査等 

６） 調査を踏まえて、保護・保全に関する長期計画の策定検討 (新規) 

７） 自然観察会、森林体験学習の推進 

８） 企業等による CSR 活動の受け入れ 

９） 普及啓発のためのハイキング・シンポジウムの開催 

 

〔2019(平成 31)年度主な活動等〕 

  ・2018(平成 30)年度に実施したコアゾーンでの調査の分析 (新規) 

  ・コアゾーン及びバッファーゾーンでの調査 

  ・「生物多様性センター」(大阪府立環境農林水産総合研究所）に種子調査を

委託予定 (新規) 

  ・ブナの実生苗調査参加（調査のためのボランティアを募り、従来実生苗が

確認されている場所を中心とした標準地調査として実施検討） 

  ・自生ブナ生育区域での植生及び生育環境調査 

  ・モニタリングの継続実施 

    春から秋 ブナの花芽・結実観察（2019 年前後に豊作年の予測） 

・これまで実施してきた保全のための取組の検証 (新規) 

・ブナ林保護増殖検討委員会での今後の保全活動の検討 

・増殖地内のブナ改植地の保育管理（刈り払いなど） 

・バッファーゾーンでの森林保全ボランティア活動 

   （人工林の間伐・ブナ苗の育成・ブナ林花芽調査など各種調査・自然 

観察会など） 

  ・企業等 CSR 活動の受け入れ 

  ・ブナ林巡視活動 

・秋のブナ林ハイクの開催（協会主催、岸和田市・貝塚市共催） 

  ・普及啓発のためのシンポジウムの開催 

 

 

 

 

 

 

 

ブナ全数調査（2018 年）      ワーキンググループの開催（2018 年） 
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２）三草山ゼフィルスの森保全活動（能勢町） 

    大阪府の緑地環境保全地域に指定されている三草山ゼフィルスの森

（14.5ha）には、日本に生息するミドリシジミチョウ類（学名ゼフィルス，「森

の宝石」とも言われる）25 種の内 10 種が生息し、中でもヒロオビミドリシジ

ミは日本の分布の東限域にあり、府内では唯一の生息地です。 

  ゼフィルスの森は、地元をはじめ様々な人々の協働で保全活動が続けられ

ています。森林の保全については、従来の鹿の食害に加えて、ナラ枯れ被害が

進んでおり、2015(平成 27)年度から、「三草山ゼフィルスの森保全検討会議」

（会長；大阪府立大学副学長 石井 実）での検討を踏まえて、3 ヵ年の森林

の更新事業を行いました。事業期間中、3ha 弱の森林の更新ができましたが、

当初の想定と異なるナラ枯れの進行は未だ収束の兆しがないことから、更に

更新事業の継続が必要で、その財源確保のため民間を含む助成事業の導入に

努めます。 

 

〔保全活動の方向〕 

 １）クヌギ、コナラ、ナラガシワなどの大径木の生育地を中心に、更新作業の

継続に努めます。実施に当たっては、ナラ枯れ被害木の駆除、防鹿柵の設

置を行います。これらは状況に応じて順応的に管理を実施 

 ２）防鹿柵を設置した既更新地の林床について、ボランティア活動が可能な範

囲で有用樹や草本を生育させるため坪刈り管理を実施 

 ３）上記の更新作業とは別に、ゼフィルスの森の維持管理のため、また防火帯

維持のためのササの刈り払いを計画的に実施 

 ４）更新作業が実施される場合、伐採木（ナラ枯れ被害木を除く）を薪やシイ

タケの榾木に利用 

５）萌芽更新の補完などのため、ナラガシワの果実を採取し苗木を育成。 

６）大阪府立大学、日本鱗翅学会や大阪市立自然史博物館などの協力を得て、

森林の更新に伴うゼフィルス類への影響調査や森林環境の変化による植

生や昆虫類への影響について調査を実施 

７）学術的に様々な角度から検証することにより、自然環境豊かな場所である

ことを多くの方に伝えるため、研究者に対して「三草山研究助成」を行い、

三草山ゼフィルスの森の知見を深化 (新規) 

８）自然観察会、森林体験学習と企業等による CSR 活動の受け入れを推進す 

るとともに、ハイキングなどを実施し、広く活動地を紹介。 

 ９）専門のチームを結成し、毎月定期的に保全活動を実施 (新規) 
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〔2019 年度主な活動等〕 

・ナラ枯れの被災状況を踏まえた更新作業 

・ボランティアによる保全活動（ナラガシワ苗の養生、ササ刈り、坪刈り、防

火帯の刈払い、防鹿柵管理、林地残材の活用、環境学習補助など） 

・ナラガシワのドングリを採取し、活動拠点のハウス内で苗木を育成し、萌

芽更新。不成績地やナラ枯れ被害地への補植に活用 

・モニタリングの継続実施(6 月 ゼフィルス個体調査、8 月 植生調査など） 

・三草山研究助成（新規） 

・「三草山ゼフィルスの森保全検討会議」の運営 

・企業 CSR や学校の環境保全・里地里山保全学習（関西大学付属第 1 中学）

の受け入れ 

・三草山ゼフィルスの森巡回活動 

・６月にゼフィルス観察会の開催 

・ハイキング、三草山ゼフィルスの森シンポジウムの開催 (新規) 

 

 

 

 

 

 

      防鹿柵内 林床整理（2018 年）     ボランティアによる草刈（2018 年） 

 

 

 

 

              

 

 大阪府立大学との植生調査(2018年)     保全検討委員会の開催（2018年） 

 

 

 

 

 

 

 

企業 CSR による植樹（2018 年）     ゼフィルス観察会（2018 年）          
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３）地黄湿地保全活動（能勢町） 

   大阪府の緑地環境保全地域に指定されている地黄湿地（全 17.7ha 内、

湿地部分約 1ha）は、貧栄養の滲水型湿地で、大阪府レッドリスト（2014

版）において絶滅危惧種に指定されているトキソウ（絶滅危惧Ⅰ類）、サ

ギソウ（絶滅危惧Ⅱ類）、コオイムシ（準絶滅危惧）やアカハライモリ（準

絶滅危惧）など貴重で、多様な動植物が生息、生育しています。 

   近年、後背森林が放置され、植生の変化により、湿原へのシルト質（粘

土質）の供給減とともに、ススキや灌木類が侵入し、陸地化が進みました。 

   2015(平成 27)年度、「地黄湿地保全再生検討会議」（会 長；兵庫県立大

学名誉教授 服部 保）での検討を経て、再生事業を行った結果、貧栄養

の湿地特有の低径草本類の生育エリアが拡大し、最近確認することができ

なかったサワギキョウやムラサキミミカキグサ、ヌマトラノオが復活する

など成果も出てきています。 

 

〔保全活動の方向〕 

１） 湿地の水環境の改善；ススキや灌木類の刈り取り、伐採と除根並び

に浸食による水路の形成などに伴う流水域の狭小化を解消するため、

下流域を含めた水路の埋め戻しによる水の分散促進 

２） 湿地へのシルト質の補給改善；陸地化が進むエリアから表土を薄く

剥ぎ取り、生分解性土嚢による低い堰を配置し、水の分散とシルト

質の分散 

３） 地黄湿地専門のボランティアチームを結成し、毎月定期的に保全活

動を実施 

４） 後背森林の管理促進；地元森林所有者との連携により、後背森林の

適正な管理を検討 

５） 能勢高校(豊中高校能勢分校)との連携により、環境学習と保全活動

への協力 

６） 大阪府立大学の協力を得て、水生昆虫類について調査を実施。 

７） モニタリングの継続実施 

 5 月 モリアオガエル調査 

      6 月 トキソウ・モリアオガエル（卵塊）調査 

      8 月 サギソウ・ミミカキグサ類・ハッチョウトンボ調査 

      9 月 サワギキョウ調査 
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能勢高校による環境学習 （2018 年 10 月）  ボランティアによるススキの抜根（2019 年 2 月） 

 

〔2019 年度主な活動〕 

・湿地を巡る環境（流域の水質・流入水・光・粘土分・周辺森林）につい

て、その維持と改善のための作業をボランティアと協働で実施 

・湿地内に侵入したススキや灌木の抜き取り、ウシガエルなど外来種捕獲 

・地元との連携による湿地後背森林の維持管理 

・植生、動物相のモニタリングと植生管理へのフィードバック 

・「地黄湿地保全再生検討会議」の運営 

・能勢高校(豊中高校能勢分校)との学習カリキュラムでの連携・協働 

・生きもの（サギソウなど）観察会実施 

・湿地の巡回活動 

 

４）自然環境保全地域支援事業（府内 5 地区） 

  大阪府の自然環境保全地域に指定されている 5 ヵ所の社寺林（表―１）に

ついては、いずれも当該地の極相林に近い天然林として、土地所有者（社寺）

と保全契約を結び保全活動に対し、助成を続けてきました。 

  2018(平成 30)年には地震や豪雨、台風の直撃など立て続けに自然災害によ

り大きな被害を受け、その復旧に支援をしました。また近年、シカの食害や竹

林の侵入、ナラ枯れの発生など周辺の里山の状況と同様の課題が持ち上がっ

ています。引き続き当該箇所におけるボランティア団体の保全活動に対して

支援情報の提供や技術的な支援を行います。 
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       大阪府自然環境保全地域の保全活動 （表―１） 

自然環境保全地域 所在・面積 保 全 対 象 ・ 課 題 

本山(ﾎﾝｻﾞﾝ)寺 高槻市 

    14ha 

モミ・ツガの天然性針葉樹林 

（鹿の食害、ナラ枯れ） 

意賀美(ｵｶﾞﾐ)神社 岸和田市 

1ha 

コジイ、ナナメノキ、アラカシを構成種とする

シイ林    （古木の立ち枯れ） 

美具久留御魂(ﾐｸﾞｸﾙ 

ﾐﾀﾏ)神社 

富田林市 

 2ha 

コジイ林を優先種とする極相に近い広葉樹林 

        （竹林の進入） 

若山(ﾜｶﾔﾏ)神社 島本町 

    11ha 

コジイを優先種とするシイ林 

        （竹林の進入、ナラ枯れ） 

妙見山(ﾐｮｳｹﾝｻﾝ) 能勢町 

    10ha 

アカマツ、アカガシが混在するブナ林 

（シカの食害） 

計  5地域 38ha  

 

〔保全活動の方向〕 

１）土地所有者との保全契約 

 ２）土地所有者、地域ボランティアが実施する森林の保全対策への協力（一部

保護資材の支援）と情報、技術提供 

  

〔2019 年度主な事業〕 

  ・助成事業の実施 

  ・大阪さともり事業の導入などによる地元 

ボランティア団体による保全活動の推進 

（侵入竹林の除去、ナラ枯れ被害対策など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意賀美神社 台風被害 (2018 年) 
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２．自然環境保全活動＜Ⅱ＞事業  

１）生物多様性保全支援事業    希少野生生物と里地里山の保全活動  

種別 保全活動地 所在-面積 活動団体 保  全  活  動 

希少野

生生物 

生息地

等保全 

信太の森惣ヶ

池湿地 

和泉市 

 0.5 ha 

NPO 法人 

信太の森 FAN クラブ 

・シソクサ（府絶滅種）・ｶｽﾐｻﾝｼｮｳｳｵの生育

生息環境の保全を含む湿地環境の再生 

・モニタリング調査の継続 

(新規) 

歌垣銀寄栗の

森 

能勢町 

0.1ha 

大阪みどりのトラスト

協会 

能勢みどりすとクラブ 

大阪自然環境保全協会 

・キマダラルリツバメ生息地の環境保全を

目的とした栗園の廃園の再生・保全 

・観察会の実施 

・モニタリング調査の継続 

里地里

山保全 

いずみの森 
泉佐野市 

  31 ha 

いずみの森ボランティ

アの会 

・台風被害復旧作業 

・里山景観の形成と森林環境教育の拠点づ

くり 

・企業等 CSR 受け入れ 

島本の森 
島本町 

31 ha 

NPO 法人 

島本森のクラブ 

・里山保全活動の充実に加え、植樹や CSR

受け入れ事業を増やし、地域環境改善活

動を拡大する 

外院の森 
箕面市 

 1.1 ha 
外院の杜クラブ ・里山の楽しみを育てる 

蕎原の森 
貝塚市 

11 ha 

森林ボランティアの会

蕎原 

・台風被害地の森林復旧と併せて人工林 

を含む里山の継続管理 

堀河の森 
泉南市 

  11 ha 
NTT ドコモ 

・紀泉わいわい村を拠点に、使われなくなっ

た里山の整備 

車作の森 
茨木市 

40 ha 
車作里山倶楽部 

・竹林・人工林の除伐・間伐・短材の伐りだ

し・榾木植菌・果樹園再生 

・災害被害のため、キツネノカミソリ群落の

再生と里山の保全は休止中 

タガメの田作

り 

能勢町 

0.2 ha 

大阪みどりのトラスト

協会 

能勢みどりすとクラブ 

・三草山との一体的な環境の中での里地 

里山の保全 

・関大一中との協働の継続 
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信太の森ｶｽﾐｻﾝｼｮｳｳｵ卵のう調査(2019 年 2 月)    タガメの田づくり田植え（2018 年 5 月） 

 

２）みどりすと育成事業 

  ボランティアの高齢化と新規参入者の減少により、保全活動が活性化し難

い状況が続いています。三草山ゼフィルスの森と地黄湿地の活動を促進する

ため、それぞれの場所を専門とするボランティアを積極的に募集するととも

に、より実践的な養成講座を開講します。 

  また、トラスト協会本部の企画・調整事務についてもボランティアとの協働

を進める必要があり、広く募集を行うほか、大学と連携してインターンシップ

によるボランティアの受け入れを検討します。 

                

① みどりすと養成講座 

みどりすと養成講座として、「森人塾」を引き続き開講します。第 4 期に

なった森人塾の実施に当たっては、受講後能勢町の特に三草山ゼフィルス

の森と地黄湿地での保全活動メンバーとなってもらうことを目標に、より

実践的な内容で開催します。 

②  みどりすと活動地視察会 (一部新規) 

    年に 2 回程度、安全安心なボランティア活動を推進するため、森林保全

活動実施のための安全講習を実施します。また森林、自然環境保全のため

の技術研修会や、保全活動の企画、運営に関する研修と合わせて行います。

実施に当たっては現在活動を行っている活動地を選び、視察会の形で行い、

同日に交流会を開催することにより、トラスト運動の共通課題の共有とみ

どりすとの相互交流を図ります。 

③ ボランティア保険への加入 

    みどりすとの活動のためのボランティア保険に引き続き加入します。 

 

３）企業 CSR 等支援事業 

  自然環境の保全に企業の協力を得るため、企業に積極的に CSR 活動を呼び

かけます。協力が得られるところについては、活動地のボランティアの協力を
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得て、CSR 活動を推進します。企業の森づくりには、新たに大阪府のアドプ

トフォレスト制度の活用も検討します。 (一部新規) 

 

 

 

 

 

 

 

コンドーテックいずみの森 CSR 活動（2018 年）  NTT ドコモ堀河の森作業路整備(2018 年) 

 

４）みどりのトラスト運動の普及、啓発 

 ①2019(平成 31)年は、当協会の設立 30 周年に当たることから、様々なイベン

トに対し、「30 周年記念」の冠をつけて、広報につなげます。 

 ②協会への寄付や長期にわたり自然環境保全に関わっている方に対して、感

謝状を贈呈し、感謝の意を表します。 

 ③三草山や地黄湿地を中心に地元の方への説明会を開催することにより、み

どりのトラスト運動への関心を高め、運動への参画を促します。 (新規) 

 ④シンポジウムなどの機会を利用し、自然環境や里山の保全に係る団体等の

交流会を開催し、ネットワークを広げ、府内での自然環境保全の取組みを促

進します。 

⑤大阪みどりのトラスト協会への寄付を受けるため、遺贈寄付用チラシの作成

などを行います。 

 ⑥フェイスブックでの発信を一層増やすとともに、新たにインスタグラムな

ども積極的に活用し、当協会が取組んでいる活動やその大切さを広く伝え

ます。 

 ⑦国連生物多様性の 10 年「グリーン・ウェーブ」に参加するとともに、オフ

ィシャル・パートナーとして、生物多様性保全の大切さと活動への参加協力

を広く呼びかけます。 

 

３．その他事業  

 １）御堂筋アメニティ事業 

御堂筋の美化を目的に、御堂筋の緑地帯（淀屋橋～難波：約 3.2 キロメート

ル）にあるフラワーベース 52 基に、花卉類を植え付けて花と緑による装飾を

施し、都市の緑化の推進とアメニティの向上に寄与するものです。 
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（2019(平成 31)年度の主な事業内容） 

・花卉の植付け、維持管理 

花卉の植付け：春 5月、秋 10月を予定 

灌水（含む花摘み）：必要に応じて実施 

 

 

 

 

 

 

  

 春 アジサイ（2018 年 5 月）       秋 キンギョソウ（2018 年 10 月） 

 

２）森林 ESD（森林を利用した持続可能な開発のための教育）の推進 

地域資源である森林・自然環境は、多面的な価値を有し、子どもたち自ら

が課題解決するなど、2017(平成 29)年 3 月に改正された学習指導要領の理念

でもある「生きる力」を育む場として最適です。森林や身近な自然環境を活

用した「森林 ESD」は、「主体的・対話的で深い学び」の実践そのものであ

り、高い学習効果が期待できます。また、大阪府では、生物多様性国家戦略

を踏まえて策定された「大阪 21 世紀の新環境総合計画」の中で、2020 年ま

でに生物多様性の府民認知度を 70％にするという目標を掲げており、府民の

生物多様性への意識を高めていくためにも、小学校・幼児教育や保育施設に

おける「森林 ESD」の実践は効果的であると考えます。 

その様な認識のもと、以下の活動を展開します。 

 

① 森林 ESD に関する小学校・保育関係者の関心を高める活動 

・大阪府内の市町村教育委員会、教職員への情報提供（森林ＥＳＤの取
り組み事例、効果、研修会・シンポジウムの案内等） 

・大阪府内の教職員を対象としたアンケート調査（3000票配布） 

 

② 森林活動専門家を育成し、学校関係者と森林活動専門家をつなげる活

動 

・保育関係者向けシンポジウムの開催 

・教員研修会の開催（2回） 

・森林活動専門家研修会（1回） 
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３）大阪さともり事業 

  林野庁の「森林・山村多面的機能発揮対策交付金事業」（大阪さともり事業）

は、2013(平成 25)年度からスタートしました。当協会は、「大阪さともり地

域協議会」（会長：神戸大学名誉教授 武田義明）の事務局として、適正で円

滑な事業の推進に努めています。（2018 年度末、交付金交付団体数 36 団体 

参考；2017年度末 37団体） 

 

 （業務内容） 

・活動組織の活動計画の審査及び取りまとめ 

・国への交付申請書の提出 

・活動状況の確認、実施検査と活動組織への交付金の交付 

・国への実施状況報告 

・活動の継続性確保のための対策（活動組織を対象とした交流会・研修会の

開催、活動支援のための冊子の作成）  等 
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 〔公 2事業〕 

基本方針 

2019(平成 31)年緑の募金スローガン「緑の募金で進めよう SDGｓ」、キャッチ

コピー「森林
も り

を守る、森林
も り

を活かす」等を踏まえて、「緑の募金」を活用し、以

下に挙げる事業に取り組みます。 

① 生物多様性の保全を目的とした森林・里山の整備や身近な緑化活動の促  

進 

② 間伐材など国産木材の利活用促進 

③ 森林を活用した教育（森林 ESD等）の普及 

また、これら「緑の募金」事業の趣旨を府民に広く周知し、募金活動の活発化

と募金額の増進を図ります。 

 

１． 緑の募金運動の推進普及 

１） 普及啓発資材の整備 

緑の募金運動および普及啓発の円滑な推進を図るために、2019(平成 31)年

秋用および 2020(平成 32)年春用の募金資材を整備し、活用します。 

・ 緑の羽根：緑の募金運動のシンボルである緑の羽根を準備し、募金者に

配布します。 

・ 緑化バッジ：当協会オリジナルの緑の募金ピンバッジを、大阪府立港南

造形高等学校の協力を得て、春と秋のキャンペーンに合わせて

作成し、募金者に配布します。 

･ ち ら し：緑の募金に関して普及啓発のちらしを作成し、配布します。 

・ ポスター：小中高等学校や公共施設、道の駅等に依頼し、緑の募金運動

啓発ポスターを掲出します。 

・ 募 金 箱：募金形態に合わせて、紙製、間伐材製、街頭募金向けストラ

ップ付き型の 3種類を整備します。 

２） 募金活動の推進 

① 募金の呼びかけ 

2019(平成 31)年度の募金目標額を 20,000 千円として、以下の団体へ協力

依頼し、街頭募金、学校募金、家庭募金、職場募金、企業募金等の募金を

呼びかけます。 
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＜募金運動協力団体＞ 

 協力団体 

街頭募金 
日本ボーイスカウト大阪連盟、(一社)ガールスカウト大阪

府連盟、緑の少年団（大阪府内 5団） 

学校募金 各市町村教育委員会、大阪私立中学校高等学校連合会 他 

家庭募金 高槻市、和泉市 

職場募金 

企業募金等 

大阪府、大阪府警察本部、府内 43 市町村、近畿中国森林

管理局、大阪商工会議所、大阪府木材連合会、大阪湾広域

臨海環境整備センター、大阪商工信用金庫、大阪府生活協

同組合連合会、大阪いずみ市民生活協同組合、ダイドード

リンコ(株) 他 

・企業の社会貢献活動（CSR）への考え方が成熟している中、企業からの使

途指定寄付への要望にも応えていきます。 

・WEBから募金ができる「かざして募金」や家庭に眠る物品の寄付(お宝エイ

ド)をホームページやイベント等で周知し、個人からの募金を呼びかけま

す。 

② 募金キャンペーンの実施 

募金キャンペーン期間を設け、各団体による街頭募金を集中的に実施する

とともに、府内各地で行われる各市町村や各種団体等の緑化関連イベントや、

府立図書館での催事などで、緑の募金活動を強化し、周知を図ります。 

＜キャンペーン期間＞ ・春季 2019(平成 31)年 3月 1日～5月 31日 

・秋季 2019(平成 31)年 9月 1日～10月 31日 

 

２． 緑化推進・森林の整備 

１） みどりづくりの輪活動支援事業（使途指定事業） 

地球温暖化防止にかかる運動の一環として、堺第 7-3区における市民・

NPO 等の府民参加で実施されている「共生の森づくり」活動や生駒花屏風

支援事業へ助成します。 

２） みどりづくりの輪活動支援事業（公募事業） 

子どもたちによる、生物多様性につながる自然環境保全活動、森林整備

活動、校庭等の緑化や学習園等の整備活動等に助成します。 
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３） 「学校に森林と木の香りを」整備事業 

子どもたちが森林の整備、国産木材の利用、緑の効用について理解を深

めるために、教育施設の木質化や森林に関する学習の実施に助成します。 

４） 緑の少年団連盟への支援 

子どもたちが緑や自然に触れ、森林や緑化に関する意識が高められるよ

う、大阪府緑の少年団連盟に対して活動助成を行います。 

 

３． 緑化の活動と普及啓発 

１） 緑化事業等交付金 

募金活動に協力した団体や学校、企業による地域や学校の緑化を進める

ために、当該団体の申請により交付します。 

２） ポスターコンクール等の実施 

国土緑化運動を推進するためのポスター原画コンクールを開催し、優秀

作品を表彰します。また、(公社)国土緑化推進機構で選定・製作されたポ

スターを、府内の学校・図書館などに配布します。 

３） 広域的な森林整備・緑化の推進 

広域的な森林整備や緑化の推進に寄与するため、(公社)国土緑化推進機

構に対して、中央交付金として緑の募金の 3％相当額に 500 千円を加えた

額を交付します。 

４） 普及啓発イベントの開催 

緑の募金によって進められる「生物多様性の保全」や「木材の利活用促

進」、「森林 ESD の推進」の重要性について理解を深めるため、府民を対象

としたイベントを開催します。 

･ 大阪府立中之島図書館及び中央図書館との連携イベント（生物多様性及び

木材の利活用に関するパネル展示および講演会、セミナーの開催） 

･ 森林 ESDに関する研修会、シンポジウムの開催 

･ クラフト指導者講習会の開催 

･ 関連イベントへのクラフトブース出店 

･ 緑の募金運動への功労者の表彰  ほか 

５） 広報活動 

より多くの府民の参加により、募金目標額を達成するため、積極的な広
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報活動を行います。 

･ ホームページ、Facebookの運用 

･ 会報誌「みどりのトラスト」への掲載 

 

４． 推進事業体制の整備 

緑の募金事業推進に必要な体制を整備し、それに伴う事務所経費と人件費、

交通費など、必要な事務的経費を支出します。 

 

 

                      

 


